
書

評

今
中
寛
司
著

祖
篠
学
の
基
礎
的
研
究

三
　
宅
　
正
　
彦

　
近
世
日
本
儒
教
の
思
想
史
的
研
究
が
、
ひ
じ
ょ
う
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
の

は
、
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
③
分
析
方
法
の
停
滞
、

②
史
料
分
析
の
過
少
の
二
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
丸
山
真
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
の
シ
ェ
ー
マ
、

自
然
と
作
為
・
合
理
と
非
合
理
に
安
易
に
よ
り
か
か
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る

が
、
守
本
順
一
郎
氏
の
朱
子
学
の
東
洋
的
封
建
的
評
価
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、

尾
藤
正
英
属
の
封
建
制
と
家
産
制
の
対
抗
構
念
の
灘
入
、
田
原
嗣
郎
氏
の
民

族
的
思
惟
の
類
型
設
定
と
、
し
だ
い
に
新
ら
し
い
分
析
方
法
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
り
、
筆
者
も
門
同
一
の
原
理
扁
と
「
弁
証
法
的
思
惟
」
と
い
う
視
角
を
提

出
し
た
。

　
こ
れ
に
反
し
て
、
②
は
、
ま
だ
『
日
本
倫
理
乱
落
』
な
ど
に
駁
め
ら
れ

た
、
ポ
ピ
ュ
ー
ラ
ー
な
一
部
史
料
だ
け
を
利
用
す
る
傾
向
が
つ
よ
く
、
社
会

経
済
史
の
エ
ネ
ル
ギ
ヅ
シ
ュ
な
史
料
開
発
に
く
ら
べ
て
、
い
ち
ぢ
る
し
く
見

劣
り
が
す
る
。
も
っ
と
も
、
思
想
史
の
史
料
研
究
は
、
統
計
数
理
的
な
分
析

と
は
ち
が
っ
て
、
基
本
史
料
を
綿
密
に
読
解
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
と
く

に
儒
教
研
究
で
は
、
中
国
古
典
の
ぼ
う
大
な
伝
統
的
註
釈
と
対
比
し
な
が
ら
、

一
言
一
句
の
意
義
を
確
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
史
料
分
析

の
多
少
は
、
第
一
義
的
問
題
と
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現

実
に
は
、
基
本
史
料
の
検
討
す
ら
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
の
で
あ
る
。

　
租
稼
学
研
究
に
つ
い
て
み
る
と
、
丸
山
真
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』

で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
史
料
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
政
談
・
太
平
策
（
以
上
『
日
本
経
済
叢
書
』
）
・
弁
道
・
弁
名
・
組
挾
先
生

　
　
学
則
・
租
挾
先
生
答
問
書
・
同
附
録
（
以
上
『
日
本
倫
理
彙
編
』
）
・
醸
園

　
　
雑
話
（
『
欝
本
儒
林
叢
諮
』
）
・
詩
文
国
字
順
（
『
日
本
文
庫
』
）
・
復
安
澹
泊
・

　
　
復
柳
川
内
山
生
（
以
上
『
狙
稼
集
』
）
・
経
子
史
要
覧
・
事
訳
示
蒙

　
こ
の
リ
ス
ト
に
は
、
組
裸
の
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
で
あ
る
『
論
語
徴
』
を
は

じ
め
、
『
大
学
解
』
・
『
中
庸
解
』
な
ど
経
学
関
係
の
書
目
が
認
め
ら
れ
な
い

し
、
そ
の
文
集
で
あ
る
『
復
篠
集
』
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

丸
山
氏
の
ば
あ
い
は
、
漢
学
的
研
究
に
か
わ
る
、
近
代
思
想
史
学
的
方
法
に

よ
る
開
拓
者
的
ア
プ
ロ
…
チ
だ
っ
た
か
ら
、
や
む
を
え
な
い
け
れ
ど
も
、
そ

の
後
の
狙
裸
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
丸
山
疵
の
用
い
た
史
料
以
外
に
出
よ
う
と

は
し
な
か
っ
た
。
　
『
日
本
倫
理
彙
編
』
と
『
日
本
経
済
叢
書
』
で
、
ほ
と
ん

ど
史
料
研
究
を
終
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
租
棟
学
の
史
料
に
つ
い
て
の
基
本
的
分
析
は
、
研
究
を
発
展
さ

せ
る
た
め
の
緊
急
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
昭
和
九
年
の
岩
橋
遵
成

『
組
雛
研
究
』
か
ら
、
一
歩
も
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
今
中
寛
司
氏
億
、

「
国
魂
の
個
々
の
三
蹟
を
体
系
的
に
、
ま
た
個
別
的
に
研
究
」
し
な
け
れ
ば
、

現
状
を
打
開
で
き
な
い
こ
と
を
痛
感
し
、
『
租
工
学
の
基
礎
的
研
究
』
を
公

刊
し
た
。
そ
の
構
成
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
序
　
章
　
狙
被
学
研
究
と
問
題
の
所
在

　
　
婚
鱒
一
章
　
狙
稼
学
形
成
の
過
程
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評判

第
二
章
・
祖
練
学
の
成
立

第
三
章
・
租
母
野
の
思
想
史
的
評
価

【

　
本
書
の
特
色
は
、
④
史
料
的
研
究
、
⑬
器
量
学
の
特
質
の
把
握
、
◎
思
想

史
的
位
置
づ
け
の
方
法
、
⑪
社
会
的
規
定
の
四
点
に
認
め
ら
れ
る
。
以
下
、

順
を
お
っ
て
批
判
し
よ
う
。

　
④
史
料
的
研
究
。
こ
れ
は
伝
記
的
研
究
と
著
作
の
研
究
に
わ
か
れ
る
。
伝

記
的
研
究
に
関
し
て
は
、
租
殊
の
前
半
生
の
部
分
は
、
ほ
と
ん
ど
岩
橋
遵
成

『
租
棟
研
究
』
・
石
崎
又
造
『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』
に

よ
っ
て
再
構
成
し
て
い
る
。
今
中
氏
が
新
ら
し
く
指
摘
し
た
点
は
、
遺
贈
と

後
妻
佐
々
木
磯
と
の
結
婚
が
宝
永
六
年
遅
な
く
正
徳
五
年
で
あ
る
こ
と
、
石

崎
氏
の
著
書
の
各
項
目
に
も
と
づ
き
、
狙
徐
集
の
黙
黙
を
関
係
づ
け
た
こ
と

の
二
点
で
あ
る
。
後
半
生
の
部
分
は
、
一
部
岩
橋
氏
の
著
書
に
よ
り
な
が
ら

も
、
二
二
集
そ
の
他
の
綿
密
な
分
析
に
よ
っ
て
、
幕
府
と
の
関
係
・
薬
園
社

中
の
動
静
な
ど
に
、
か
ず
か
ず
の
新
ら
し
い
察
実
を
提
起
し
て
い
る
。

　
著
作
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
『
蔽
園
随
筆
』
と
『
読
葡
子
』
が
、
は
じ
め

て
本
格
的
に
分
析
さ
れ
た
。
結
論
的
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
後
に
ゆ
ず
る
。

凋、

ｧ
道
』
・
『
弁
名
』
・
『
論
語
徴
』
・
『
大
学
解
』
・
『
中
蒲
解
』
・
『
孟
子
識
』
・
『
学

則
』
・
『
答
問
書
』
・
『
太
平
策
』
・
『
政
談
』
・
『
明
智
国
宇
郷
』
・
『
詩
文
国
字
臓
』

な
ど
の
解
説
は
、
だ
い
た
い
海
嶺
だ
け
れ
ど
も
、
経
学
的
・
書
誌
学
的
な
、

つ
っ
こ
み
が
た
り
な
い
。
た
と
え
ば
喘
。
論
語
徴
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
序
文

を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
、
論
語
注
疏
（
古
注
）
・
論
語
集
注
（
新

注
）
あ
る
い
は
仁
斎
の
『
論
語
古
義
』
な
ど
に
比
較
し
て
、
論
語
解
釈
上
ど

の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
か
を
、
具
体
的
実
証
的
に
分
析
す
べ
き
だ
っ
た
ろ
う
。

原
本
・
写
本
・
版
本
に
つ
い
て
の
史
料
批
判
も
、
欠
け
て
い
る
。
さ
ら
に
こ

れ
ら
の
書
は
、
　
『
日
本
倫
理
彙
編
』
・
『
日
本
名
家
四
書
註
釈
全
書
』
・
『
日
本

経
済
叢
書
』
・
『
日
本
文
庫
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
（
『
明
擢
國
字
解
』
は
昭
和
匹
一

年
に
活
版
刊
行
）
、
比
較
的
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
で
あ
る
。
あ
ま

り
流
布
せ
ず
、
し
か
も
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
墨
書
、
た
と
え
ば

『
復
稼
集
捨
児
』
・
『
読
韓
非
子
』
・
『
読
掛
氏
春
秋
』
な
ど
を
、
詳
細
に
紹
介

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
　
「
基
礎
的
研
究
」
と
し
て
、
『
狙
糠
集
』

自
体
の
分
析
も
必
要
だ
っ
た
ろ
う
。

二

　
⑬
祖
裸
学
の
特
質
の
把
握
。
方
法
的
特
質
と
学
説
的
特
質
に
わ
か
れ
る
。

前
者
に
つ
い
て
今
中
氏
は
、
　
「
組
穣
の
古
文
辞
学
と
は
華
語
に
よ
る
中
国
古

典
の
語
学
的
実
証
的
研
究
」
だ
と
規
定
す
る
。
た
ん
な
る
漢
文
的
訓
読
法
で

な
く
、
中
国
語
学
の
知
識
で
古
典
に
接
し
た
た
め
、
復
選
学
は
大
き
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
ど
が
で
き
た
と
い
ヶ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、

租
秋
や
護
画
社
中
が
中
国
語
を
学
習
し
た
記
述
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
具
体

的
に
、
経
学
解
釈
上
ど
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
る
に
い
た
っ
た
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
今
中
氏
は
、
ま
ず
な
に
よ

り
も
、
漢
文
訓
読
的
研
究
法
と
申
国
語
学
的
研
究
法
と
の
相
異
を
、
具
体
的

実
証
的
に
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
っ
た
ろ
う
。

　
後
者
に
つ
い
て
は
、
丸
山
氏
に
よ
っ
て
租
彼
学
の
特
質
だ
と
指
摘
さ
れ
た

作
為
思
想
は
、
　
「
中
国
十
二
二
二
世
紀
に
生
ま
れ
た
哲
学
」
で
、
狙
殊
の
独

創
で
は
な
く
、
　
「
租
稼
の
『
気
質
不
変
化
』
説
こ
そ
、
中
国
・
本
朝
何
れ
の

儒
学
史
を
通
じ
て
も
見
当
ら
な
い
租
練
の
新
説
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
中
心

に
し
て
考
察
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
、
最
も
正
し
い
研
究
の
方
向
」
だ
と
い
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、
つ
Q

　
作
為
思
想
に
つ
い
て
は
◎
に
ゆ
ず
り
、
気
質
不
変
化
説
が
、
は
た
し
て
狙

殊
の
独
創
的
思
想
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。
結
論
的
に
い
え
ば
、

気
質
不
変
化
説
は
租
挾
以
前
に
存
在
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
司
馬
光
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
そ
れ
性
は
、
人
の
天
に
受
け
て
以
て
生
ず
る
所
の
者
な
り
。
善
と
悪
と
は
必
ず
兼

　
　
ね
て
解
れ
を
有
つ
。
是
の
故
に
聖
人
と
殿
も
無
悪
た
る
こ
と
能
は
ず
。
愚
人
と
難

　
　
も
無
善
た
る
能
は
ず
。
其
の
受
く
る
所
の
多
少
の
間
は
、
則
ち
殊
な
り
。
善
は
至

　
　
り
て
多
く
而
も
悪
は
至
り
て
少
な
く
ば
、
剛
ち
聖
人
為
り
。
悪
は
至
り
て
多
く
善

　
　
は
至
り
て
少
く
ば
、
則
ち
愚
人
為
り
。
善
悪
梱
半
ば
す
れ
ば
、
則
ち
中
人
為
り
。

　
　
聖
人
の
悪
は
其
の
善
に
勝
つ
能
は
ず
。
愚
人
の
善
は
其
の
悪
に
勝
つ
能
は
ず
。
勝

　
　
た
ざ
れ
ば
則
ち
従
ひ
て
亡
べ
り
。
（
「
善
悪
混
弁
」
、
『
司
馬
公
文
集
』
七
二
）

　
ま
た
、
　
「
丹
朱
・
商
運
は
幼
よ
り
長
に
及
ぶ
、
日
に
見
る
所
の
者
は
、
　
発

舜
な
り
。
悪
は
移
す
能
は
ず
。
貴
に
人
の
性
に
不
善
無
か
ら
ん
や
」
　
（
疑
孟

「
性
猶
濡
水
」
岡
七
三
）
と
も
表
現
し
て
い
る
。
　
「
唯
上
知
と
下
愚
と
は
移
ら

ず
」
（
『
論
語
』
陽
貨
）
・
「
民
は
由
ら
し
む
べ
く
、
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
（
『
論

語
』
泰
伯
）
と
い
う
思
想
が
儒
教
の
原
点
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
司
馬
霜
囲
あ
る

い
は
狙
篠
的
な
気
質
不
変
化
説
は
、
儒
教
学
説
の
展
開
過
程
に
お
い
て
当
然
、

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
気
質
不
変
化
説
が
租
徐
の
独
創
で
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ

ぎ
に
狙
裸
の
気
質
不
変
化
説
が
ど
の
よ
う
な
独
自
の
性
格
を
も
つ
か
を
分
析

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
中
氏
は
、
前
述
が
、
①
「
儒
教
の
伝
統
と
正
統

を
脱
逸
す
る
孔
子
紹
述
説
」
を
と
る
た
め
に
、
②
「
儒
教
の
理
想
主
義
的
な

無
限
の
陶
冶
性
」
を
否
定
す
る
気
質
不
変
化
鳥
に
発
展
し
て
い
き
、
③
租
殊

の
気
質
不
変
化
説
は
、
政
治
権
力
者
だ
け
が
「
個
性
的
個
体
」
で
あ
る
人
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
女
王
」
説
に
つ
な
が
る
か
ら
、
　
「
原
理
的

に
は
先
王
・
孔
子
を
さ
え
相
対
化
」
す
る
こ
と
に
な
る
と
断
定
す
る
。

　
ま
ず
①
に
つ
い
て
、
．
今
中
氏
は
、
孔
子
立
法
説
が
儒
教
の
正
統
で
あ
る
か

ら
、
　
「
儒
学
の
出
発
点
を
孔
子
で
は
な
く
尭
・
舜
以
来
の
『
先
王
』
た
ち
の

政
績
に
求
め
る
」
循
稼
の
孔
子
紹
述
説
は
、
儒
教
の
正
統
で
な
い
と
い
う
が
、

今
中
氏
が
孔
子
立
法
説
・
孔
子
紹
述
説
と
呼
ぶ
二
つ
の
傾
向
は
、
経
書
観
・

聖
人
観
に
お
け
る
、
今
文
学
踊
孔
子
、
古
文
学
琵
豊
富
と
い
う
、
あ
く
ま
で

も
儒
教
と
く
に
経
学
内
部
の
固
有
の
対
立
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
っ
て
、
け

っ
し
て
正
統
と
異
端
の
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
新
図
書
礼

楽
志
に
、

　
　
武
徳
七
年
高
祖
釈
直
す
。
周
公
を
以
て
先
墾
と
為
し
孔
子
を
配
す
。
貞
観
二
年
左

　
　
僕
射
房
玄
齢
・
博
士
朱
子
著
建
言
す
…
…
大
業
以
前
は
皆
孔
子
を
先
聖
と
為
す
…

　
　
…
と
。
乃
ち
周
公
を
罷
め
て
、
孔
子
を
升
せ
て
先
聖
と
為
す
。

唐
学
令
の
規
定
で
は
、

　
　
貞
観
令
　
孔
子
を
以
て
先
塑
と
為
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
永
徽
令
　
改
め
て
郭
公
を
用
ひ
て
先
聖
と
為
し
、
遂
に
孔
子
を
脚
け
て
先
師
と
為

　
　
　
　
　
す
。

　
　
開
…
元
二
十
五
年
忌
　
先
墾
孔
宣
父
を
太
学
に
釈
璽
す
。

　
つ
ま
ヴ
、
太
学
の
釈
貧
の
対
象
と
な
る
最
高
の
聖
人
は
、
孔
子
（
階
大
業
年

間
以
前
）
一
周
公
（
唐
武
徳
年
間
）
1
孔
子
（
唐
貞
観
）
一
周
公
（
唐
永
徽
）
1
孔
子

（
唐
開
元
）
と
う
つ
り
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
開
元
二
五
年
以
降
は
、
孔

子
が
固
定
す
る
け
れ
ど
も
、
宋
学
に
な
る
と
、
今
文
・
古
文
の
感
文
と
い
う

経
学
的
立
場
を
こ
え
て
、
い
わ
ば
哲
学
的
立
場
か
ら
発
想
す
る
か
ら
、
二
つ

の
傾
向
の
対
立
は
、
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
。
根
本
経
典
で
あ
る
四
書
の

設
定
に
し
て
も
、
論
語
は
今
古
文
の
折
衷
で
で
き
あ
が
っ
た
も
の
だ
し
、
大

学
・
中
庸
は
今
文
で
あ
る
郭
勤
の
一
篇
、
孟
子
は
も
と
も
と
諸
子
で
今
古
文

の
対
立
と
関
係
が
な
く
、
今
文
・
古
文
と
い
う
立
場
だ
け
で
朱
学
の
四
書
中
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評書

心
主
義
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
②
に
つ
い
て
、
　
「
学
は
以
て
聖
人
1
7
』
勝
る
の
道
な
り
。
聖
人
は
学
ん
で
至

る
べ
き
か
、
曰
く
謬
り
」
（
「
面
子
好
む
所
は
何
の
学
そ
の
論
」
）
と
い
う
程
伊
川

の
こ
と
ば
は
、
宋
学
の
最
高
の
命
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
な
く
し
て
理
一
分
殊

の
理
論
は
成
立
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
　
「
儒
教
の
理
想
主
義

的
な
無
限
の
陶
冶
性
」
は
、
抽
象
的
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
。
ど
う
ず
れ
ば
、

「
無
限
の
陶
冶
」
が
実
在
的
可
能
性
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
朱

子
は
、
聖
人
孔
子
が
な
ぜ
貧
賎
だ
っ
た
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
「
便
ち

騰
れ
稟
け
得
来
た
る
足
ら
ざ
る
有
り
。
…
…
夫
子
は
清
明
な
る
者
を
得
て
以

て
聖
人
為
り
と
難
も
、
然
れ
ど
も
那
の
低
き
も
の
薄
き
も
の
を
稟
け
得
た
り
。

所
以
に
貧
賎
な
り
」
（
『
朱
子
譜
類
』
四
）
と
、
孔
子
の
も
っ
て
生
ま
れ
た
気
質

に
不
足
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
夏
・
股
・
周
三
代
以
降

聖
人
が
出
な
い
の
は
、
「
気
日
に
薄
き
に
縁
る
」
（
同
九
三
）
た
め
だ
と
判
断
し

て
い
る
。
最
高
・
絶
対
・
完
全
を
あ
ら
わ
す
キ
リ
ス
ト
教
の
神
概
念
と
は
こ

と
な
っ
て
、
儒
教
で
は
、
聖
人
概
念
す
ら
所
与
の
気
の
制
約
を
ま
ぬ
が
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
王
陽
明
は
、
嘉
舜
一
万
銀
、
文
王
・
孔
子
1
1

九
千
鐙
、
禺
・
湯
・
武
代
1
1
七
八
千
鑑
、
伯
夷
・
黒
糖
H
四
五
千
錨
と
聖
人

に
差
別
を
設
け
な
が
ら
、
聖
人
た
る
理
由
は
分
量
で
は
な
く
そ
の
精
純
ざ
に

求
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
だ
か
ら
、
　
「
学
者
の
聖
人
を
学
ぶ
は
、
照
れ

人
欲
を
去
り
て
天
理
を
存
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
猶
ほ
金
を
錬
り
て
其
の

焔
色
を
求
む
る
が
ご
と
し
。
金
の
成
色
争
ふ
宿
恨
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
椴
錬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ

の
工
省
け
て
功
成
り
易
し
。
　
成
色
愈
下
ら
ば
、
　
鋼
ち
椴
錬
愈
難
し
」

（『

`
習
録
』
上
）
と
、
所
与
の
分
量
を
錬
磨
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
　
「
聖
人

は
知
ら
ざ
る
所
無
く
、
能
は
ざ
る
所
無
し
。
我
須
ら
く
点
れ
聖
人
の
許
多
の

知
識
才
能
を
将
て
逐
一
理
解
し
て
始
め
て
得
べ
し
」
（
同
）
と
聖
人
と
同
一
の

分
量
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
。
　
「
分
量
懸
絶
す
と
難
も
、

而
も
其
の
墨
色
の
処
に
到
り
て
は
、
以
て
憧
ず
る
こ
と
無
か
る
べ
き
」
（
同
）

だ
か
ら
で
あ
る
。
　
「
満
街
是
れ
聖
人
扁
（
同
下
）
と
人
の
自
然
性
の
意
義
を
強

調
す
る
志
向
は
、
こ
こ
か
ら
発
生
す
る
。

　
租
挾
は
、
道
と
聖
人
と
仁
人
を
区
分
し
た
。
道
は
実
定
的
な
客
観
規
範
で

あ
っ
て
、
　
「
数
千
年
を
更
、
数
聖
人
の
心
力
知
巧
を
更
て
成
れ
る
者
、
亦
一

調
人
一
生
の
力
の
能
く
弁
ず
る
所
の
者
に
非
ず
」
（
『
弁
道
』
）
と
聖
人
た
ち
に

よ
る
歴
史
的
制
作
の
集
積
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
聖
人
は
、
道
の
制
作
に
参
加

し
た
か
ら
こ
そ
聖
人
な
の
で
あ
っ
て
、
道
の
本
質
を
「
一
曹
に
於
て
瞭
然
た

ら
し
む
」
る
こ
と
は
、
「
聖
人
の
言
ふ
能
は
ざ
る
」
（
『
職
名
』
下
）
こ
と
で
あ

り
、
個
人
と
し
て
は
「
聖
人
と
錐
も
亦
及
ぶ
能
は
ざ
る
者
有
り
」
（
同
上
）
と

考
え
ら
れ
る
。
道
は
永
遠
不
変
の
客
観
的
な
所
与
で
あ
る
か
ら
、
後
世
の
人

は
、
も
う
そ
の
制
作
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
聖
人
に
な

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
聖
人
は
学
ん
で
至
る
べ
か
ら
ず
」
（
『
国
道
』
）
。
し
か

し
「
先
王
の
道
を
学
ん
で
、
徳
を
我
に
成
す
者
」
で
あ
る
「
仁
人
」
（
同
）
に

な
る
こ
と
は
で
き
る
。
聖
人
と
仁
人
と
を
峻
別
し
た
の
は
、
歴
史
的
創
造
物

で
あ
る
道
の
絶
対
性
を
確
立
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
「
無
限
の
陶

冶
性
」
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
今
中
氏
は
混
同
し
て
い
る
と

思
う
。

　
租
稼
は
ま
た
、
　
「
徳
は
得
な
り
。
人
の
雪
道
に
於
て
得
る
所
有
る
を
謂
ふ

な
り
。
或
は
諸
を
性
に
得
、
或
は
諸
を
学
に
得
、
素
性
を
以
て
殊
な
り
。
性

は
人
人
殊
な
る
、
故
に
徳
も
亦
人
人
殊
な
り
」
（
同
）
と
性
（
気
質
）
の
多
様

性
を
主
張
し
、
　
「
人
の
性
は
万
難
、
剛
柔
軽
重
、
遅
速
動
静
、
得
て
変
ず
べ

か
ら
ず
。
然
れ
ど
皆
善
く
移
る
を
以
て
其
の
性
と
為
す
。
善
を
習
は
ば
則
ち

善
、
悪
を
習
は
ば
踊
ち
悪
な
り
。
故
に
聖
人
は
人
の
性
に
率
ひ
て
以
て
教
を
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建
て
、
学
以
て
溢
れ
を
習
は
し
め
、
其
の
徳
を
成
す
に
及
ぶ
な
り
」
（
翼
下
）

と
性
（
気
質
）
の
不
可
変
性
を
主
張
し
な
が
ら
、
圃
有
の
性
（
気
質
）
の
領
域
に

お
け
る
徳
の
達
成
を
強
調
し
た
。
組
錬
の
気
質
不
変
化
説
は
、
性
理
学
の
展

開
過
程
に
お
い
て
、
　
「
無
限
の
陶
冶
性
」
を
実
在
的
可
能
性
と
す
る
た
め
の
、

一
つ
の
方
法
的
帰
結
だ
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
儒
教
の
原
理
論
と
現
実
論
と
が
混
同
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
丸
山
真
男
氏
の
つ
ぎ
の
こ
と
ば
が
、
鋭
い
反
論
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
「
先
王
の
作
為
」
の
論
理
の
一
切
の
時
代
へ
の
ア
ナ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

　
　
イ
デ
ー
に
対
す
る
ペ
ル
ゾ
ー
ン
の
優
位
は
微
底
さ
れ
、
か
く
て
政
治
的
支
配
者
の

　
　
危
機
克
服
の
た
め
の
I
l
↓
木
車
に
向
っ
て
の
・
一
1
作
為
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
租
篠
に
於
て
塾
人
の
道
は
時
代
と
場
所
を
超
越
し
た
普
遍
的
妥
書
置
を
持
っ
て
い

　
　
る
。
し
か
し
そ
れ
は
決
し
て
自
つ
か
ら
笑
現
さ
れ
る
イ
デ
…
で
は
な
く
、
餐
時
代

　
　
の
開
国
の
君
主
に
よ
る
、
そ
の
度
ご
と
の
作
為
を
媒
介
と
し
て
実
現
さ
る
べ
き
も

　
　
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
イ
デ
ー
の
実
現
は
自
然
的
秩
序
観
の
様
に
内
雀
二
連
読
的

　
　
で
な
く
、
時
代
の
替
る
ご
と
に
、
新
た
な
主
体
化
を
経
験
す
る
と
い
う
意
味
に
於

　
　
て
非
連
続
的
で
あ
る
。
租
擁
が
政
談
、
太
平
策
、
鉛
単
調
で
提
示
し
た
「
上
か
ら

　
　
の
」
大
規
模
な
制
度
的
変
革
は
外
な
ら
ぬ
こ
の
論
理
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
の

　
　
で
あ
る
。
（
『
日
本
政
治
思
想
央
研
究
』
一
＝
九
ペ
ー
ジ
）

　
儒
教
の
自
然
法
に
は
「
規
範
と
現
実
的
事
態
と
の
間
隙
を
規
範
の
側
か
ら

た
え
ず
埋
め
て
行
か
う
と
す
る
衝
動
が
内
在
」
（
同
二
〇
三
ペ
ー
ジ
）
す
る
。

い
わ
ば
現
実
支
配
秩
序
は
、
儒
教
に
よ
っ
て
た
え
ず
含
理
化
・
絶
対
化
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
儒
教
が
前
近
代
政
治
権
力
の
イ
デ
オ
色
心
…
で
あ
る

か
ぎ
り
、
野
景
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
　
「
原
理
的
に
先
王
・
孔
子
を
妻
事
化
」

す
る
と
は
、
け
っ
し
て
い
え
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
今
中
氏
の
祖
篠
学
観
は
、
氏
の
儒
教
観
の
特
性
に
、
ふ
か

く
根
ざ
し
て
い
る
。
今
中
氏
は
、
　
「
孔
煮
の
伝
統
と
血
脈
は
宋
学
で
あ
り
理

気
工
学
で
あ
る
」
と
断
定
し
、
宋
学
の
完
成
形
態
で
あ
る
朱
子
学
を
「
理
一

元
論
」
　
と
し
て
理
解
す
る
。
　
だ
か
ら
、
栄
学
の
孔
子
中
心
主
色
に
反
す
る

周
公
中
心
主
義
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
瓶
折
し
て
、
孔
子
紹
述
説
1
1

異
端
の
主
張
（
③
）
に
な
り
、
朱
子
学
理
気
説
の
も
つ
気
一
元
論
の
発
展
の

方
向
性
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
、
気
質
不
変
化
説
湘
反
儒
教
の
主
張

（
②
）
に
な
り
、
理
一
元
論
に
「
朱
子
哲
学
の
絶
対
者
を
指
向
す
る
態
度
」

を
認
め
よ
う
と
す
る
志
向
が
、
原
理
論
と
現
実
論
の
混
同
（
③
）
を
生
む
の

で
あ
る
。
だ
が
、
朱
子
学
は
儒
教
思
想
史
上
の
一
形
態
で
あ
っ
て
、
け
っ
し

て
朱
子
学
1
1
儒
教
で
は
な
い
。
今
中
氏
は
儒
教
の
多
様
な
展
開
を
捨
象
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
　
「
租
徐
学
を
東
洋
思
想
史
の
ス
ケ
ー
ル
で
見
」

よ
う
と
す
る
、
氏
の
主
体
的
意
図
に
反
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
、
ま
た
、
朱
子
学
を
理
一
元
論
だ
と
す
る
見
解
は
、
論
証
な
し
で
提
出

さ
れ
て
い
る
。
理
を
意
味
・
気
を
実
在
と
し
た
安
田
二
郎
氏
の
「
朱
子
の
存

在
論
に
於
け
る
『
理
』
の
性
質
に
つ
い
て
」
（
『
中
國
近
世
思
想
研
究
』
）
や
、

そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
市
川
安
司
氏
の
「
朱
晦
捲
哲
学
に
お
け
る
理
の
性
格
」

（『

�
ﾉ
州
哲
学
の
研
究
』
付
録
）
を
、
今
中
氏
は
ど
う
批
判
さ
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
現
在
、
侯
外
盧
氏
は
朱
子
学
を
理
一
元
論
と
し
て
と
ら
え
（
『
中
国
思
想

通
史
』
、
文
化
大
革
命
で
は
批
判
さ
れ
た
）
、
筆
者
も
理
一
元
論
の
方
向
で
朱
子
学

の
特
性
を
掘
草
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
が
（
島
田
震
次
署
『
朱
子
学
と
陽
明

学
』
に
対
す
る
簗
者
の
「
書
評
」
〔
『
大
安
』
一
四
一
　
号
〕
参
照
）
、
そ
れ
は
、
朱
子
学

に
お
け
る
気
一
元
論
的
展
開
の
方
向
を
無
視
し
、
気
一
元
論
1
1
異
端
と
考
え

る
も
の
で
は
な
い
。
朱
子
学
の
展
開
過
程
に
主
理
派
と
磁
気
派
の
対
立
を
認

め
る
阿
部
吉
雄
氏
の
見
解
（
『
口
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
）
は
、
研
究
史
上
、
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
。
儒
教
1
1
朱
子
学
1
1
理
一
元
論
と
い
う
今

中
氏
の
視
点
の
再
検
討
を
望
み
た
い
。
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評書

三

　
◎
思
想
史
的
位
置
づ
け
の
方
法
。
す
で
に
制
限
紙
数
に
ち
か
づ
い
た
の
で
、

以
下
、
簡
略
に
問
題
点
を
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
。
今
申
氏
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
の
自
然
法
概
念
を
分
析
基
準
に
し
て
、
各
思
想
が
儒
教
で
あ
る

か
い
な
か
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
な
ぜ
自
然
法
を

儒
教
の
分
析
基
準
に
す
る
の
か
と
い
う
理
由
が
、
提
示
さ
れ
て
い
な
い
，
ま

た
、
自
然
法
の
概
念
内
容
は
、
歴
史
的
に
大
き
く
変
動
し
た
が
、
本
書
の
分

析
基
準
と
し
て
の
、
内
包
と
外
延
が
不
定
宿
で
あ
る
。

　
作
為
思
想
は
、
中
国
譜
代
の
永
嘉
・
永
康
学
に
す
で
に
認
め
ら
れ
、
狙
練

は
、
と
く
に
葉
水
心
の
思
想
を
「
下
敷
き
に
し
て
作
り
上
げ
た
か
、
或
い
は

復
古
学
説
を
構
成
し
た
の
ち
こ
れ
を
水
心
学
に
比
較
し
て
見
て
あ
ま
り
の
酷

似
に
驚
き
且
つ
当
惑
し
た
か
」
ど
ち
ら
か
だ
と
、
今
中
氏
は
推
定
す
る
。
だ

が
、
論
証
上
、
現
象
形
態
の
類
似
点
が
ひ
ろ
い
あ
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、

そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
思
惟
構
造
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
て
い
る
か
は
、
分

析
さ
れ
な
い
。
思
想
的
影
響
や
思
想
の
同
一
性
を
考
え
る
と
き
は
、
知
識
の

摂
取
の
有
無
だ
け
で
な
く
、
一
方
の
思
惟
が
他
方
の
思
惟
構
造
へ
ど
の
よ
う

に
介
入
し
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

れ
は
、
一
つ
に
は
「
思
想
史
に
あ
っ
て
は
そ
の
思
想
が
構
造
の
如
何
に
か
か

わ
ら
ず
、
歴
史
上
に
果
し
た
史
的
役
割
を
何
よ
り
も
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
、
今
中
氏
の
立
場
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ

に
し
て
は
、
水
心
学
と
役
語
学
の
「
史
的
役
割
」
の
異
同
が
、
分
析
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
蔽
園
随
筆
に
お
い
て
、
租
孫
が
朱
子
学
的
立
場
か
ら
仁
斎
学
を
攻
撃
し
た

こ
と
に
つ
い
て
も
、
租
篠
は
仁
斎
に
対
す
る
私
怨
の
た
め
に
朱
子
学
を
よ
そ

お
っ
た
の
だ
と
い
う
見
地
を
と
っ
て
い
る
が
、
　
「
仁
斎
学
を
朱
子
学
と
の
同

質
性
に
お
い
て
と
ら
え
て
い
る
…
…
こ
こ
に
こ
そ
後
年
に
お
け
る
仁
斎
学
の

批
判
に
連
る
真
の
批
判
の
論
点
が
存
在
す
る
」
　
（
田
原
嗣
郎
『
徳
川
思
想
史
研

究
』
四
八
四
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
視
点
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
の
二
つ
の
指
摘
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
思
想
の
意
義
を
、
姻
人

の
主
観
的
領
域
に
限
定
し
て
、
社
会
的
客
観
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
な
い
傾

向
が
、
本
書
の
底
流
に
あ
る
と
考
え
る
。
朱
子
学
の
理
解
に
お
い
て
、
仁
斎

が
「
過
誤
を
犯
し
て
い
る
」
、
狙
裸
が
「
充
分
理
解
し
て
い
な
い
」
な
ど
と

い
う
表
現
が
あ
る
の
は
は
、
そ
の
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

外
来
思
想
を
摂
取
す
る
さ
い
に
生
ず
る
屈
折
の
う
ち
に
、
思
想
の
歴
史
的
社

会
的
条
件
の
差
異
を
認
識
す
る
分
析
方
法
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
中
氏
が
丸
山
説
を
克
服
し
よ
う
と
し
な
が
ら
も
、
本
書
の
基
本
的
構
成
が
、

「
自
然
」
と
「
作
為
漏
を
指
標
と
す
る
丸
山
氏
的
構
成
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま

っ
た
の
は
、
こ
の
あ
た
り
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
史
と
の
比
較
に
お
い
て
、
仁
異
学
・
租
挾
学

を
ホ
ッ
ブ
ス
的
な
経
験
哲
学
に
、
朱
子
学
を
カ
ン
ト
的
な
先
験
哲
学
に
比
定

し
、
　
「
近
代
的
な
意
味
に
お
け
る
科
学
的
合
理
主
義
は
先
験
的
普
遍
の
保
障

を
ま
っ
て
始
め
て
法
剛
定
立
に
成
功
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
経
験
的

実
用
哲
学
の
よ
く
す
る
所
で
は
な
い
」
と
断
定
し
て
い
る
。
近
世
儒
教
を
ヨ

…
ロ
ッ
パ
近
世
哲
学
に
比
定
す
る
こ
と
自
体
、
果
断
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
朱

子
学
を
仁
斎
学
・
租
実
学
よ
り
、
い
っ
そ
う
近
代
合
理
主
義
に
近
い
も
の
と

し
て
把
握
す
る
の
は
、
思
惟
の
発
展
の
諸
段
階
が
混
同
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
朱
子
学
に
お
け
る
理
の
同
一
性
は
、
　
「
稟
く
る
所
の
気
の
か
な
ら
ず
善
悪

の
異
な
る
有
る
所
以
の
者
は
、
ま
た
性
の
理
な
り
。
…
…
性
中
に
も
と
二
物
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有
り
て
相
対
す
る
に
非
ざ
る
な
り
」
（
〔
明
道
論
性
説
」
朱
子
文
集
六
七
）
と
無
矛

盾
の
論
理
の
う
え
に
成
立
し
て
い
る
。
悪
も
「
も
と
は
み
な
善
に
し
て
悪
に

甦
る
る
の
み
」
（
同
）
に
す
ぎ
な
い
。
直
接
的
に
突
在
す
る
理
1
1
善
は
、
格
物

致
知
あ
る
い
は
存
心
持
敬
に
よ
っ
て
、
主
観
的
確
信
と
し
て
獲
得
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
い
う
、
「
思
惟
の
自
己
に
た
い
す
る
お
よ
び

自
己
内
に
お
け
る
対
立
を
ま
だ
意
識
せ
ず
、
追
思
惟
に
よ
っ
て
真
理
が
認
識

さ
れ
、
客
観
の
真
の
姿
が
意
識
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
る
と
こ
ろ
の

素
朴
な
態
度
」
（
『
小
論
理
学
』
二
六
・
松
村
一
人
訳
）
で
あ
る
。

　
こ
の
立
場
は
、
　
「
経
験
の
分
析
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
感
性

的
素
材
と
そ
の
普
遍
的
な
諸
関
係
と
い
う
二
つ
の
要
素
の
区
別
か
ら
出
発
」

（
十
四
〇
）
し
て
、
「
経
験
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
う
ち
に
は
、
普
遍
性
お
よ
び

必
然
性
が
同
様
に
本
質
的
な
規
定
と
し
て
見
出
さ
れ
る
と
い
う
事
実
」
（
同
）

を
主
張
し
、
　
「
こ
の
要
素
は
経
験
そ
の
も
の
か
ら
は
生
じ
な
い
か
ら
、
そ
れ

は
思
惟
の
自
発
性
に
属
す
る
」
（
同
）
と
考
え
る
カ
ン
ト
哲
学
の
立
場
と
は
、

明
ら
か
に
相
違
す
る
。
「
古
い
形
而
上
学
」
は
、
「
呉
体
的
な
内
容
」
と
「
確

か
な
拠
り
ど
こ
ろ
」
と
を
要
求
す
る
思
想
の
発
展
に
み
ち
び
か
れ
て
、
　
「
真

理
を
思
想
そ
の
も
の
の
う
ち
に
求
め
な
い
で
、
真
理
を
経
験
か
ら
、
す
な
わ

ち
、
わ
れ
わ
れ
の
内
お
よ
び
外
に
現
前
し
て
い
る
も
の
か
ら
取
り
出
そ
う
と

す
る
立
場
」
（
同
三
七
）
1
1
経
験
論
を
媒
介
と
し
て
の
み
、
先
験
哲
学
に
到
達

す
る
。
つ
ま
り
、
朱
子
学
の
即
自
的
な
理
の
同
一
性
は
、
け
っ
し
て
無
媒
介

に
近
代
科
学
的
合
理
主
義
に
発
展
す
る
の
で
は
な
く
、
否
定
的
媒
介
を
必
要

と
す
る
の
で
あ
る
。
近
代
経
験
論
と
は
こ
と
な
る
け
れ
ど
も
、
仁
斎
学
・
狙

練
学
の
経
験
的
傾
向
は
、
思
置
学
よ
り
も
近
代
合
理
主
義
に
近
い
も
の
と
し

て
、
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

　
⑪
社
会
的
規
定
。
狙
殊
学
は
「
西
洋
近
代
の
思
想
に
甚
だ
し
く
接
近
し
た

も
の
」
で
あ
り
、
「
封
建
的
な
も
の
と
市
民
社
会
的
な
も
の
の
矛
盾
的
併
存
」

で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
社
会
的
基
礎
は
、
　
「
江
戸
時
代
が
経
済
史
的
に
は
前

期
資
本
主
義
の
段
階
に
あ
り
、
文
化
史
的
に
は
近
代
化
の
方
向
に
あ
っ
た
」

こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
前
期
資
本
主
義
と
は
何
か
。
大
塚
史
学
の
概
念
で
あ

　
　
　
へ

る
前
期
的
資
本
は
近
代
産
業
資
本
に
対
立
す
る
商
業
高
利
貸
資
本
を
意
味
す

る
。
前
期
的
資
本
は
、
前
近
代
の
各
生
産
様
式
に
寄
生
し
て
の
み
存
在
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
の
で
あ
り
、
固
有
の
生
産
様
式
を
形
成
し
な
い
か
ら
、
前
期
的
資
本
主
義
と

は
、
け
っ
し
て
呼
ば
れ
な
い
（
大
塚
久
雄
『
近
代
欧
洲
経
済
史
序
説
』
上
一
七
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

一
七
一
ペ
ー
ジ
）
。
初
期
資
本
主
義
と
い
う
概
念
は
、
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る

け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
産
業
資
本
の
形
成
が
「
す
で
に
当
該
経
済
社
会
の
構

成
上
必
然
的
な
意
味
（
全
機
構
的
意
義
）
を
も
つ
に
至
っ
て
み
る
」
（
同
一
六
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ペ
ー
ジ
）
場
合
を
さ
す
の
で
あ
っ
て
、
　
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
が
、
全
機
構
的

に
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
享
保
期
に
マ
ニ
が
全
機
構

的
に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
学
説
は
、
研
究
史
の
現
段
階
で
は
認
め
ら
れ
な

い
し
、
今
中
氏
も
マ
ニ
の
問
題
を
関
心
外
に
し
て
い
る
。
具
体
的
な
記
述
を

た
ど
る
と
、
本
書
で
い
う
前
期
資
本
主
義
は
、
貨
幣
経
済
と
同
義
語
な
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
貨
幣
経
済
の
展
開
は
、
資
本
主
義
成
立
の

必
要
条
件
だ
け
れ
ど
も
、
逆
に
、
資
本
主
義
形
成
を
貨
幣
経
済
の
展
開
に
帰

着
さ
せ
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
。
貨
幣
経
済
は
、
　
「
人
類
の
歴
史
と
と
も
に

古
い
」
か
ら
で
あ
る
。
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
お
よ
び
資
本
の
原
始
的
蓄

積
の
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
貨
幣
経
済
を
と
ら
え
な
け
れ
ば
、
享
保
期
の

「
経
済
史
的
」
意
義
は
、
明
ら
か
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、
『
政
談
』
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評賛蓋

口

や
『
太
平
洋
』
を
分
析
し
な
が
ら
、
近
世
経
済
史
研
究
の
成
果
を
捨
象
し
て

い
る
の
は
、
う
な
ず
け
な
い
。

　
「
文
化
史
的
に
は
近
代
化
の
方
向
」
・
「
市
民
社
会
的
」
と
い
う
こ
と
の
具

体
的
内
容
は
、
「
都
市
住
民
」
化
で
あ
る
ら
し
い
。
と
く
に
社
中
の
意
義
に

つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

文
化
現
象
を
と
も
な
っ
た
文
詩
社
中
の
盛
行
は
、
そ
の
内
部
構
造
に
関
す
る
限
り
、

超
幕
藩
的
で
あ
り
、
超
階
級
的
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
直
読
社
会
の
雛
型
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
文
詩
の
サ
ロ
ン
は
そ
れ
自
身
社
会
革
命
に
行
く
こ
と
は
し
な
い
が
、

そ
の
数
が
圧
倒
的
多
数
と
な
っ
た
聴
に
、
わ
が
国
近
世
封
建
社
会
が
細
胞
的
に
体

質
を
改
善
さ
れ
、
つ
い
に
人
間
革
命
を
通
じ
て
維
新
の
改
革
に
行
き
得
る
素
地
を

作
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
譲
園
社
中
の
内
部
構
造
は
、
本
書
で
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
か
り
に
蔽
園
社
中
が
、
　
「
自
由
主
義
的
・
帯
民
社
会
的
小
世

界
」
と
今
中
氏
に
掘
握
さ
れ
る
よ
う
な
実
体
を
も
つ
リ
ベ
ラ
ル
な
社
交
グ
ル

ー
プ
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
数
的
拡
大
が
、
封
建
的
生
産
関
係
の
「
体
質

を
改
善
」
す
る
と
い
う
論
旨
は
、
あ
ま
り
に
飛
躍
的
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治

維
薪
へ
の
媒
介
項
と
し
て
お
か
れ
て
い
る
「
人
間
革
命
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
生
産
関
係
を
抜
い
て
社
交
次
元
だ
け

で
人
間
関
係
を
と
ら
え
よ
う
と
い
う
考
え
か
た
に
は
賛
成
で
き
な
い
が
、
お

そ
ら
く
、
生
産
様
式
や
上
部
構
造
の
差
異
を
捨
象
し
、
都
市
化
現
象
や
読
み

書
き
能
力
の
普
及
な
ど
を
鮨
標
と
し
て
近
代
化
概
念
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
、

」
・
W
・
ホ
ー
ル
的
な
近
代
化
論
（
「
日
本
の
近
代
化
に
か
ん
す
る
概
念
の
変
遷
」
、

『
日
本
に
お
け
る
近
代
化
の
問
題
』
所
収
）
が
、
今
中
氏
の
発
想
の
基
礎
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
租
練
と
幕
藩
権
力
の
交
渉
を
細
密
に
指
摘
し
、

征
擦
の
経
済
論
を
分
析
し
な
が
ら
も
、
租
徐
学
が
幕
藩
権
力
の
基
礎
づ
け
に

果
た
し
た
「
史
的
役
割
」
が
総
括
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
本
書
の
多
彩
な
内
容
に
み
ち
び
か
れ
な
が
ら
、
種
々
な
所
感
を
述

べ
た
け
れ
ど
も
、
本
書
が
岩
橋
遵
成
『
二
五
研
究
』
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
租
篠
学
の
基
本
的
実
証
的
研
究
を
、
大
き
く
前
進
さ
せ
た
業
蹟
で
あ
る

こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
点
で
あ
る
。
研
究
史
の
発
展
の
た
め
に
、
今
中
氏

が
後
学
の
疑
問
に
答
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
ペ
ン
を
お
き
た
い
。

　
（
A
5
版
五
六
八
頁
　
昭
和
四
～
年
九
月
　
吉
川
弘
文
館
発
行
　
定
価
二
八
○
○
円
）
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